
 

 

 

日時・場所 平成 30年 10月 24日（水）15：00～17：45 高松市医師会館 

参加者 受講者 40名 行政担当者 3名 

内 容 

【テーマ】慢性期療養者のコーディネーション 

情報提供：１ 訪問リハビリテーションについて   石浜 実花 氏（第３期生） 

２ 訪問歯科診療・訪問口腔ケアについて 松尾 明美 氏（第３期生） 

事例検討：慢性期の事例 

特別講義：口腔ケアについて（実例紹介） 

結 果 

情報提供： 

1.訪問リハビリテーションについて 

・リハビリ専門職が訪問するサービスの制度について 

リハビリ専門職が訪問するサービスは，主に，訪問リハビリテーションと訪問看護での

リハビリテーションの２種類ある。高松市として，訪問看護・リハビリについては長期的

な場合であっても必要性があれば認めるという回答を得ている。 

・リハビリ専門職に求めるべき ACPとは 

特に障害受容を促進するという心理社会的な支援が求められるリハビリ専門職は，ACP

の 2nd ステージの対象者と多く接しているため，意思決定支援に貢献できる職種であると

考えている． 

その他，訪問でのリハビリテーションで行えることや事例紹介を行った。 

 

2.訪問歯科診療・訪問口腔ケアについて 

〇口腔（歯周病・残存歯数）と全身疾患との関わり 

〇繰り返す「誤嚥性肺炎」への対応 

 ・口腔ケア 

 ・低栄養 

 ・嚥下障害 

〇高松市歯科医師会で行われている「障碍者歯科診療」のご紹介 

〇在宅訪問診療の依頼は、まずは「かかりつけ歯科医」へ 

 「かかりつけ歯科医」が行えない場合は「高松市歯科医師会」へ 

 

特別講義 

題名：何はともあれ「口腔ケア」 

〇多職種で「口腔ケア」を行うときに持ちたい！共通視点 

〇「専門的口腔ケア」を依頼すべきケースの紹介 

（依頼先には結果を求めて下さい） 

〇「専門的口腔ケア」を活用するとこんな効果が！：臨床例の紹介 

在宅医療コーディネーター養成研修会（第３回） 報告書 


